
科目 No. 20001  

科目名 基礎をかためる農業会計 

科目区分 基礎をかためる講座 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 

実施区分 対面 

開講時間 17 時～20 時 履修時間数 3 時間 

担当講師 竹川会計事務所 

 

科目概要 

 この科目では，初めて本格的な簿記・会計に関する学習する受講生を対象に，本プログラ

ムの財務・会計関連科目の学習に必要な基礎的な知識を得ることを目的としています。 

 具体的には，簿記のしくみ，勘定科目などについて学び，総勘定元帳から貸借対照表，損

益計算書，キャッシュフローなど財務諸表が作成される過程について学びます。また，農業

会計特有の処理の方法について学習します。 

 「農業簿記・農業税務Ⅰ（21003）」「農業経営診断・改善の進め方Ⅰ（21004）」「農畜フ

ァイナンス（40101）」「儲ける農業経営（40102）」の受講予定者で農業簿記・会計の初学者

は本科目の受講をお勧めします。 

 

到達目標 

 勘定科目の仕組みや内容を理解し，財務諸表の内容を読めるようになることを目標とし

ています。 

 

受講に必要な基礎知識 

 初学者を対象としているため，基礎知識の前提は想定しておりませんが，簿記の仕組みに

ついて把握しておくと効果的な受講となります。 

 

評価の方法と基準 

授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 

教科書・参考図書 

 教科書：講義に必要な資料は別途配布を行う。 

参考図書：森 剛一『2025 年版 勘定科目別農業簿記マニュアル』（全国農業会議所） 

 

備考 

事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



科目No. 31102  
科目名 農畜産経営を学ぶことの意義とはなにか？ 
科目区分 構想力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時～20 時 履修時間数 2 時間 
担当講師 岩本博幸（帯広畜産大学・教授・博士（農学）） 

 
科目概要 
 農業者は農業生産技術に精通した技術者としての側面，農業経営体を運営していく組織
経営者としての側面がありますが，さらに自ら調達した資本を運用して利潤を求める資本
家としての側面があります。本科目では，農業経営の課題は多岐にわたりますが，現代社会
において農畜産業を経営することの意味について，経済学・経営学の視点から学び，経営体
が目指すべき多様な将来像について理解を深めることを目的としています。 
 
到達目標 
 経済学・経営学の視点から農畜産業経営の意義について理解すること。多様な将来像に向
けて必要とされる学びについて考え、本プログラムに主体的な意識をもって学びに参加で
きるようになることを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
 初学者を対象としているため、前提となる基礎知識は特に想定していません。 
 
評価の方法と基準 
質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書 
 教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



 

 
科目概要 
農畜産業は気象というリスクに常にさらされている産業であることは周知の通りですが，

近年では疫病や戦争による資材調達のリスク，販売のリスクなど多様化している現状があ
ります。本科目では，そもそもリスクとは何か？という一般的なリスクの考え方，リスクマ
ネジメントに対する基礎知識をもとに，農畜産経営における特有のリスクに対するリスク
マネジメントの考え方を学ぶことを目的としています。 
 
到達目標 
リスクに関する基礎的知識を得て，リスクマネジメントに関する基本的な発想とその手

法について理解し，農畜産経営における特有のリスクにも対応できるリスクマネジメント
の考え方を実践的に発想できるようになることを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
初学者を対象としているため、前提となる基礎知識は特に想定していません。 

 
評価の方法と基準 
 質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 
 
教科書・参考図書 
  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 参考図書：柳瀬典由ほか『リスクマネジメント (【ベーシック+】)』（中央経済社） 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

科目No. 30007  
科目名 リスクマネジメント論 
科目区分 構想力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時～20 時 履修時間数 4 時間（2 時間×2回） 
担当講師 柳瀬典由（慶應義塾大学・教授・博士（商学）） 

浦田祥範（浦田コンサルティングオフィス・代表） 



 

 
科目概要 
事業戦略に焦点をあて，ケース分析から農畜産企業経営の戦略立案を実践的に習得する

ことを目的としています。 
 
到達目標 
ケース分析の分析手法を習得し，企業戦略を読み解く技術を得る。農畜産経営における企

業戦略のあり方を学び，自らの経営における戦略立案のための知識を得ることを目標とし
ています。 
 
受講に必要な基礎知識 
初学者を対象としているため，前提となる基礎知識は特に想定していませんが，講義では

農畜産経営に関わる事業戦略を考えていきます。したがいまして、農畜産業を取り巻く外部
環境を分析しどのような課題があるか、また課題解決のためにどのような経営資源や事業
能力が必要かを考えていただきます。 
 
評価の方法と基準 
 質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 
 
教科書・参考図書 
  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

科目No. 30008  
科目名 企業戦略論 
科目区分 構想力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 
実施区分 対面 
開講時間 17時～20 時 履修時間数 6 時間（3 時間×2回） 
担当講師 玉井健一（小樽商科大学・教授・博士（経済学）） 



 

 

科目概要 

 この科目では，以下の項目を扱います。担当講師が道外に居住する経済学の研究者である

ことを反映して，十勝の農業に抱く印象と，経済学の分析視角を用いた十勝農業への提言を

履修者に紹介します。この内容について，農畜産経営に実際に携わっていらっしゃる履修者

のみなさまと意見交換ができることを楽しみにしております。 

 

(1) 北海道と十勝の名目総生産の推移 

 (1-1) 北海道の各地域と比べた十勝の名目総生産 

 (1-2) 十勝の名目総生産の増加への農業部門の寄与 

(2) 北海道と十勝の農業生産の特徴 

 (2-1) 北海道の農業産出額の全国との比較 

 (2-2) 北海道の各地域と比べた十勝の農業産出額 

(3) 北海道の農業の特徴 

 (3-1) 大規模経営による労働生産性の高さ 

 (3-2) 畑作への交付金の多さ 

 (3-3) 輸入品との競合の強さ 

(4) 北海道の酪農の特徴 

 (4-1) 都府県との用途・価格の違い 

 (4-2) 輸入品との競合と生乳価格の低さ 

(5) 十勝の農業への提言 

 (5-1) 十勝の農畜産業の特徴・印象 

 (5-2) 大規模経営のさらなる進展 

 (5-3) 輸入品との差別化 

 (5-4) 高付加価値品の都府県・国外への供給 

 (5-5) 望ましい政策形成への貢献 

 (5-6) 経営者能力の育成支援 

 

科目 No. 30013  

科目名 道外から十勝農業はどう見えるのか？ 

科目区分 構想力を高める講座 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 

実施区分 対面 

開講時間 18 時～20 時 履修時間数 2 時間 

担当講師 遠藤 正寛（慶應義塾大学・教授・博士（商学）） 



到達目標 

 上記の内容によって，履修者が北海道経済の全体像，北海道経済への農業の貢献度，そし

て北海道の耕種作物や酪農の特徴を把握でき，今後の経営判断に役立つ視点を得られるこ

とです。 

 

受講に必要な基礎知識 

 初学者を対象としているため，前提となる基礎知識は特に想定していません。話の中に出

てくる経済学の概念については，その意味を適宜説明します。 

 

評価の方法と基準 

 授業後課題の評価をもって履修完了と判断します。 

 

教科書・参考図書 

 教科書：講義に用いる資料は別途データにて配布します。 

 参考図書：『データと経済学で解き明かす北海道』（遠藤正寛著，2026 年 7 月刊，慶應義

塾大学出版会，ISBN 978-4-7664-3123-0） 

 

備考 

 事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



科目No. 40101  
科目名 農畜ファイナンス（資金調達） 
科目区分 実践力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 必修科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時～20 時 履修時間数 8 時間（2 時間×4回） 
担当講師 帯広信用金庫（地域サポート部） 

畠山 尚史（株式会社十牛・代表取締役・博士（農学）） 
 
科目概要 
 規模拡大や技術体系の改善，新規作物の導入など様々な経営改善や発展を目指すときに
重要なのが，資金をいかに調達するのかという課題です。その際に，採算性が見込めれば資
金は調達できるのでしょうか？まずは，みずからの経営の状況を財務諸表によって把握，分
析にもとづいて事業戦略を考え，これに対応した資金調達，事業実施，返済と利潤の獲得と
いった事業の計画性が重要です。本科目では財務指標に基づく経営の健全性の観点から資
金調達の方法および適切な資金計画に基づく経営戦略のあり方について学習することを目
的としています。 
 
到達目標 
 財務指標について基礎的理解を得た上で，SWOT 分析などを活用して自らの経営におけ
る将来性を客観的に検討する力をつけること，多様化する資金調達を理解し，適切な経営計
画に資する活用方法が検討できるようになることを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
 貸借対照表、損益計算書、キャッシュフローについて理解していることを前提とする。初
学の者は事前に「基礎をかためる農業会計（20001）」の受講をお勧めします。 
 
評価の方法と基準 
質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書 
 教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



科目 No. 40102  

科目名 儲ける農業経営（経営管理） 

科目区分 実践力を高める講座 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 必修科目 

実施区分 対面 

開講時間 18 時～20 時 履修時間数 4 時間（2 時間×2 回） 

担当講師 市居幸喜 

竹川博之（税理士法人竹川会計事務所・代表社員・公認会計士，税理士） 

 

科目概要 

 本科目では，決算書の仕組みを理解し，畑作，酪農経営といった営農類型別の利益管理手

法を学び，農協，金融機関との対話力の醸成が可能となる知識を学ぶことを目的としていま

す。 

 

到達目標 

 決算書の仕組みについて基礎的知識を習得する。利益管理の考え方を理解し，活用する実

践力を養うことを目標としています。 

 

受講に必要な基礎知識 

 貸借対照表、損益計算書、キャッシュフローについて理解していることを前提とする。初

学の者は事前に「基礎をかためる農業会計（20001）」「農畜ファイナンス（資金調達）（40101）」

の受講をお勧めします。 

 

評価の方法と基準 

質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 

教科書・参考図書 

教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 

 

備考 

事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



 

科目概要 

本科目では、組織論の基礎を踏まえ、小規模農業経営体における組織づくりに資する実践

的な知見を提供します。全 2 回の講義では、複数のケーススタディ（農業法人に限定しな

い）を通じて理解を深めます。 

 

到達目標 

小規模農業経営体に適用できる組織運営の基本理論を理解し、客観的に把握できるよう

になることを目標とします。具体的には、組織論の基礎（組織の成立条件とモチベーション

のマネジメント）に基づき、組織の課題を分析し、人材の活用や組織力向上の方策を検討で

きるようになることを目指します。 

 

受講に必要な基礎知識 

本科目の受講生は、農業経営に携わる方（これから携わろうとしている方）を想定してい

ますが、経営学の専門知識は必須ではありません。自身の経営体や団体の現状や課題に対す

る基本的な理解、問題意識を持っていると、講義内容をより実践に結びつけやすくなります。 

 

評価の方法と基準 

授業後課題の評価をもって履修完了とします。 

 

教科書・参考図書 

講義に必要な資料は別途データにて配布します。 

 

備考 

事前の届け出がある欠席の場合は、後日、オンデマンドによる補講を実施します。 

科目 No. 40003 

科目名 組織マネジメント 

科目区分 実践力を高める講座 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 

実施区分 オンライン 

開講時間 18 時～20 時 履修時間数 4 時間（2 時間×2 回） 

担当講師 筈井俊輔（小樽商科大学・教授・博士（経済学）） 



 

 

科目概要 

農業経営において収益を高める方法の一環となり得る、農業マーケティングへ応用・実践

できる各種マーケティング理論の概要説明・応用手法・事例等を解説し、グループディスカ

ッションを通して深堀りしていきます。 

 

到達目標 

実践に応用できるマーケティング理論と事例を学び、農業経営におけるマーケティング

戦略のスキルを身につけることを目標としています。 

 

受講に必要な基礎知識 

 事例分析が中心となるため，マーケティングの基礎知識が求められます。初学者は「農業

マーケティングⅠ（21005）」をあらかじめ受講することをお勧めします。 

 

評価の方法と基準 

授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 

教科書・参考図書及び資料 

  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 

 

備考 

事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

科目 No. 40004  

科目名 マーケティング事例分析 

科目区分 実践力を高める講座 

実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 

実施区分 対面 

開講時間 09 時～１６時 履修時間数 6 時間 

担当講師 田守 順（経営コンサルタント） 



科目No. 40106  
科目名 経営改善に役立つ労務管理 
科目区分 実践力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 必修科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時～20 時 履修時間数 4 時間（2 時間×2回） 
担当講師 外崎裕康（外崎労務事務所・代表・特定社会保険労務士，行政書士） 

 
科目概要 
家族労働のみによる農業経営が限界となりつつある十勝地域において，雇用労働を確保

し，適切な雇用管理を通じて良好な雇用環境を作ることは重要な課題になりつつあります。 
本科目では畑作，酪農等の農業に特有の労務管理問題について，具体的事例を紹介しつつ，
その労務管理上の重点項目とその対処について実践的な方策を解説することを目的として
います。 
 
到達目標 
 農業における労務管理上の特徴的な課題について知識を得る。労務管理上の課題につい
て，具体的な対応策を検討することができる。 
 
受講に必要な基礎知識 
 雇用契約書および労働条件通知書の内容について理解できることが望ましい。初学者は
実務基礎科目「労務管理Ⅰ」をあらかじめ受講することをお勧めする。 
 
評価の方法と基準 
質疑応答および授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書 
 教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 



 

 
科目概要 
農地は生産手段としての資本としての側面がある一方で，資産としての役割があり，その

取得・所有・処分については，一般的な資本財とは違い，様々な法規制の対象となっていま
す。そのため，農地の取得や処分は農業経営の経営戦略を考える上で，または事業承継を考
える上で重要な要素です。本科目では農地法の基礎的知識を解説するとともに，売買，貸借
等の農地保有に関する制度をケーススタディにもとづき解説することを目的としています。 
 
到達目標 
農地法および農地保有・貸借に関する諸制度の適切な理解のもとで規模拡大，事業承継等

の経営判断を検討することができるようになることを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
 農林水産省Webサイトに公開されている農地制度に関する情報を事前に確認しておくこ
とをお勧めします。URL：https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/ 
 
評価の方法と基準 
授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書 
  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
  参考資料：農林水産省農地制度Web サイト：https://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/ 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

 

科目No. 40107  
科目名 ケーススタディに学ぶ農地制度 
科目区分 実践力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 必修科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時~20時 履修時間数 2 時間 
担当講師 佐藤匡紀（一般社団法人北海道農業会議・農政・業務担当部長） 



 

 
科目概要 
親子間承継を中心として，農業経営における事業承継について事例を紹介しながら，具体

的留意点，承継の進め方など実践的に解説します。特に財産移転による相続税，贈与税，所
得税等の計算の仕組みを学び，節税を考慮しながら法人化，個人成りついても検討し，事業
承継における多様な課題を学ぶことを目的としています。 
 
到達目標 
事業承継の基本的知識を習得すること，農業経営における特有の承継上の課題を理解し

つつ，具体的な承継手順，税制上の手続きについて理解することを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
 初学者を対象としているため、前提となる基礎知識は特に想定していません。 
 
評価の方法と基準 
授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書及び資料 
  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

科目No. 40005  
科目名 実践！農業の事業承継（ケーススタディ） 
科目区分 実践力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 選択科目 
実施区分 対面 
開講時間 １８時～２０時 履修時間数 4 時間（2 時間×2回） 
担当講師 竹川博之（税理士法人竹川会計事務所・代表社員・公認会計士，税理士） 



 

 
科目概要 
農業経営者が将来の経営戦略を考えるうえで，国内外の視点から農業政策の潮流をふま

えて，わが国の農業・農村構造の将来像に対する明確なビジョンをもつことは重要です。本
科目では，国が推進する食料・農業・農村政策について解説し，国がめざす農業の姿と，こ
れを実現するための，各種補助事業等の施策について解説することを目的としています。 
 
到達目標 
農地法および農地保有・貸借に関する諸制度の適切な理解のもとで規模拡大，事業承継等

の経営判断を検討することができるようになることを目標としています。 
 
受講に必要な基礎知識 
 『食料・農業・農村白書』および「みどりの食料システム戦略」について事前に理解をし
ておくことが望ましい。 
 
評価の方法と基準 
授業後課題の評価をもって履修完了を判断します。 

 
教科書・参考図書 
  教科書：講義に必要な資料は別途データにて配布を行います。 
  参考資料：農林水産省『食料・農業・農村白書』 

（https://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/r7/zenbun.html） 
   農林水産省『みどりの食料システム戦略』 
 （https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html） 
 
備考 
事前届け出のある当日欠席の場合は，後日，オンデマンドによる補講を実施します。 

科目No. 40008  
科目名 農業経営に活かす農業政策 
科目区分 実践力を高める講座 
実践力基礎コース 選択科目 実践力強化コース 必修科目 
実施区分 対面 
開講時間 18時～20 時 履修時間数 2 時間 
担当講師 農林水産省北海道農政事務所 
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